
桂
林
学
篭
第
三
十
三
号
令
和
五
年

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て

n
次

五
、
お
わ
り
に

一
、
問
題
の
所
在

二
、
天
台
三
大
部
本
末
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」

三
、
注
法
華
経
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」

四
、
御
聖
教
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」

ｌ
天
台
三
大
部
本
末
・
注
法
華
経
・
御
聖
教
を
中
心
と
し
て
Ｉ

（
こ
『
名
目
見
聞
」

（
二
）
「
法
箪
宗
本
皿

（
三
）
『
側
迩
馴
本
《

「
法
箪
宗
本
門
弘
経
抄
」

『
側
迩
猟
本
求
喫
梨
」

米
澤
立
晋

－115－



そ
も
そ
も
「
互
為
主
伴
」
と
い
う
教
学
用
語
は
、
極
々
の
論
疏
群
と
同
様
に
、
中
倒
．
Ｈ
本
天
台
教
学
史
上
に
お
け
る
紺
師
の
粁

述
中
に
お
い
て
も
多
川
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、
天
台
三
大
部
本
末
に
無
点
を
洲
て
る
と
、
「
法
縦
玄
雅
釈
蕊
」
に
一
簡
所
、

『
法
砿
文
句
肥
』
に
凹
簡
所
の
引
川
が
確
魁
で
き
、
砿
文
を
雛
げ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
天
台
望
大
部
本
末
を
含
め
、

中
岡
お
よ
び
冊
本
仏
教
史
上
に
お
け
る
教
主
強
の
腱
開
に
注
Ⅱ
す
る
と
、
紺
宗
派
甜
師
が
棚
々
の
教
学
川
脇
を
川
い
て
考
究
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
．
仏
二
名
」
と
い
う
教
学
用
語
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
日
蓮
門
下
の
み
な
ら
ず
調
宗

一
ｌ
）

派
諸
師
の
引
用
方
法
を
提
示
し
少
し
く
考
察
を
加
え
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
、
「
一
仏
二
名
」
と
類
似
す
る
表
現
と
し
て
「
互
為
主

《
つ
墓

伴
」
と
い
う
教
学
用
語
の
存
在
に
気
づ
く
。
「
互
為
主
伴
」
と
は
、
華
厳
教
学
に
端
を
発
す
る
と
さ
れ
、
「
互
い
に
主
伴
と
な
る
」
と

（
３
）

読
め
る
こ
と
か
ら
も
、
お
互
い
が
主
と
な
り
客
と
な
る
と
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「
互
為
主
伴
」
の
語
も
．
仏
二
名
」

（
４
）

と
何
様
、
占
来
よ
り
中
似
・
旧
本
仏
教
史
上
の
樋
々
の
論
疏
顛
に
お
い
て
縦
横
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
で
は
、
「
販
為

主
伴
」
と
い
う
教
学
川
絡
に
つ
い
て
、
Ⅱ
辿
敬
学
史
上
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
解
釈
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

ま
ず
犬
台
望
大
部
本
末
小
に
兇
え
る
「
Ⅲ
為
推
伴
」
の
引
川
箇
所
を
硴
偲
す
る
。
次
い
で
Ⅲ
辿
聰
人
二
二
二
二
’
一
二
八
二
、
以
下

聖
人
）
の
「
注
法
兼
経
」
、
さ
ら
に
は
八
仙
門
流
の
机
で
あ
る
Ⅱ
隆
聖
人
会
三
八
派
’
一
四
六
川
、
以
下
降
師
）
の
御
聖
教
に
熊
点

を
当
て
、
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

日
蓮
敬
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
腎
）

二
、
天
台
三
大
部
本
末
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」

｜
、
問
題
の
所
在

｜
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以
下
の
引
川
文
中
に
見
え
る
「
瓦
為
主
作
」
の
冊
に
つ
い
て
は
、
使
血
上
ゴ
シ
ッ
ク
体
お
よ
び
傍
線
を
付
し
た
。

⑪
『
法
華
玄
義
釈
簸
』
で
は
、
十
方
の
諸
仏
が
法
を
説
く
こ
と
で
、
人
や
法
も
同
様
に
慈
悲
の
力
で
衆
生
を
助
け
護
ら
れ
る
と
す

る
。
す
な
わ
ち
、
教
主
や
仏
の
説
法
を
聞
き
信
行
す
る
者
は
、
一
身
で
あ
り
無
晶
身
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
互
い
に
主
伴
と
な
る
関
係

性
を
持
つ
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
つ
の
も
の
と
多
く
の
も
の
と
が
互
い
に
融
け
あ
っ
て
妨
げ
な
く
、
し
か
も
各
々
の
本
質

一
呂
一

⑪
縦
令
十
方
互
為
主
伴
。
十
方
亦
復
不
離
一
座
。
一
服
祇
在
此
台
此
莱
。
当
知
祗
是
迩
中
依
正
。

③
彼
華
厳
経
加
四
菩
薩
説
菩
薩
因
果
。
能
加
但
是
迩
仏
主
伴
。
故
不
仮
集
仏
。
但
云
十
方
互
為
主
伴
。
佃
不
云
伴
是
仏
分
身
。
但

②
若
依
下
約
教
。
両
尼
旺
下
並
注
云
云
荷
。
応
明
尼
叱
百
億
尼
旺
十
方
尼
旺
及
適
法
界
。
以
分
凹
教
初
文
蔵
也
。
百
憧
即
是
術
初

－
６
〉

通
教
。
十
方
法
界
即
是
別
円
。
一
成
一
切
成
故
。
十
方
塵
刹
起
四
威
儀
。
互
為
主
伴
。

言
Ｊ
一

⑪
彼
十
方
脱
法
法
同
人
Ｍ
被
加
祥
脅
同
。
処
則
化
主
祥
属
並
以
一
身
無
壯
身
互
為
主
伴
側
Ⅶ
不
同
一
身
多
身
一
多
自
在
。

⑤
引
梵
網
蛎
望
結
維
粁
。
以
捉
大
胃
与
党
絲
側
・
而
義
愈
搬
要
。
腓
縦
厳
巾
十
方
蕊
難
互
為
主
伴
。
此
梵
綱
維
唯
一
台
紫
。
故
天

一
⑱
一

台
戒
疏
判
云
。
縦
台
堆
紫
本
迩
之
殊
。

（
拝
Ｊ
｝

云
券
属
而
已
。

Ⅱ
迩
牧
学
に
お
け
る
「
互
島
狼
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
採
血
晋
）
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そ
し
て
、
⑤
に
お
い
て
湛
然
は
、
「
梵
網
経
」
な
ど
の
三
種
類
の
結
経
（
本
経
の
要
旨
を
ま
と
め
て
、
流
通
の
目
的
を
も
っ
て
説
か
れ

た
経
典
。
天
台
教
学
で
は
、
『
華
厳
経
」
の
結
経
を
「
梵
網
経
」
、
『
浬
桑
経
」
の
結
経
を
「
像
法
決
疑
経
』
、
「
法
華
経
』
の
結
経
を
『
観
普
賢

菩
薩
行
法
経
」
と
す
る
。
）
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
そ
の
大
意
に
つ
い
て
は
本
経
と
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
義
も
本
経
の

最
要
が
収
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
例
え
ば
「
華
厳
経
」
に
は
、
盧
遮
那
仏
が
蓮
華
台
世
界
に
住
し
て
十
方
に
千
葉
百
億
の
釈
尊
を

き
で
あ
る
と
注
意
を
促
し
て
い
る
。

を
失
わ
な
い
こ
と
を
示
し
た
一
身
多
身
・
一
多
自
在
と
同
様
で
あ
る
と
同
時
に
不
同
で
も
あ
る
と
示
し
て
い
る
。

次
に
②
～
⑤
は
、
い
ず
れ
も
「
法
碓
文
句
腿
」
中
に
引
川
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
②
は
、
釈
方
仙
品
巾
に
見
え
る
尼
旺
、
す
な
わ

ち
色
究
党
天
に
側
す
る
妃
述
で
あ
る
。
色
究
寛
天
と
は
、
色
界
の
雌
上
に
あ
る
天
界
で
火
脚
在
天
が
住
む
世
界
と
さ
れ
、
「
大
日

経
」
「
金
剛
砿
維
」
が
説
か
れ
る
場
所
と
さ
れ
て
い
る
。
妙
楽
大
師
湛
然
（
七
二
’
七
八
二
、
以
下
膿
然
）
は
②
に
お
い
て
、
色
究

克
天
を
四
教
に
約
せ
ば
、
色
究
寛
天
（
蔵
）
・
百
億
の
色
究
寛
天
（
通
）
・
十
方
の
色
究
寛
天
（
別
・
円
）
と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
、
そ
れ

ら
が
森
羅
万
法
の
世
界
に
過
く
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
一
切
皆
成
が
実
現
す
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
俗
世
間
に
お
い

て
は
、
行
・
住
・
坐
・
臥
と
い
う
四
つ
の
修
行
を
実
践
す
る
こ
と
で
互
い
に
主
伴
の
関
係
と
な
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
。

③
で
は
、
『
華
厳
経
』
に
説
か
れ
る
法
恵
・
功
徳
林
・
金
剛
瞳
・
金
剛
蔵
と
い
う
四
菩
薩
に
対
し
、
因
果
を
加
え
て
説
く
箇
所
で

あ
る
。
湛
然
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
菩
薩
に
能
動
の
義
を
与
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単
に
迩
仏
の
主
伴
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、

仏
を
米
災
す
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
つ
ま
り
、
十
方
世
界
の
諦
仏
が
互
い
に
主
と
伴
の
関
係
と
な
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
作
（
従
侭
す
る
も
の
）
と
は
仏
の
分
身
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
祥
属
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

④
の
引
用
は
、
た
と
え
十
方
の
砺
仏
が
ｘ
い
に
主
作
の
側
係
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
十
方
の
柵
仏
は
一
微
脹
も
離
れ
る
こ
と
は
な

い
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
微
服
と
は
、
仏
・
菩
薩
が
座
る
辿
華
台
を
指
し
、
あ
く
ま
で
迩
中
の
依
報
と
正
報
で
あ
る
こ
と
を
知
る
べ

Ｈ
蓮
数
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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化
現
し
苫
提
の
心
地
法
門
を
説
く
こ
と
で
、
互
い
に
主
伴
の
関
係
と
な
る
と
説
か
れ
て
い
る
．
し
か
し
、
『
華
厳
経
」
の
結
経
で
あ

る
『
梵
網
経
」
に
は
、
た
だ
一
台
業
と
し
か
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
渋
然
は
、
天
台
大
師
科
凱
（
五
二
八
’
五
九

七
、
以
下
柳
迦
の
「
梵
網
菩
薩
戒
経
投
疏
」
を
引
川
し
、
峨
台
や
華
紫
は
あ
く
ま
で
本
迩
織
に
つ
い
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と

七
、
以
下
柳
凱
）

以
上
、
天
台
三
大
部
本
末
中
に
み
え
る
「
兀
為
主
伴
」
の
引
川
に
つ
い
て
解
釈
を
加
え
て
き
た
。
洪
然
は
、
⑪
「
法
縦
玄
義
釈

簸
』
で
は
、
仏
と
修
行
稀
は
亜
い
に
主
作
と
な
る
関
係
性
を
右
す
る
と
主
股
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
「
法
兼
文
句

記
」
中
に
見
え
る
「
Ⅲ
為
主
伴
」
の
引
用
は
、
②
に
お
い
て
別
教
と
円
教
を
兼
ね
る
蕪
厳
数
学
を
雅
礎
と
し
た
色
究
寛
天
に
つ
い
て

の
記
述
を
含
め
、
い
ず
れ
も
華
厳
教
学
に
関
係
す
る
解
釈
と
し
て
「
互
為
主
伴
」
の
語
を
川
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。

標
扮
し
て
い
る
。

次
に
、
日
蓮
遺
文
中
に
「
互
為
主
伴
」
の
引
用
が
あ
る
の
か
否
か
つ
い
て
通
覧
す
る
と
、
真
賦
の
有
無
を
含
め
「
互
為
主
伴
」
の

語
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
聖
人
所
持
の
『
法
華
経
』
に
諸
経
論
釈
の
要
文
を
集
録
注
記
を
施
し
た
と
さ
れ
る
、
『
注
法

華
経
』
中
に
お
い
て
四
箇
所
の
引
用
が
認
め
ら
れ
た
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
『
注
法
華
経
」
中
に
確
認
で
き
た
「
互
為
主
伴
」
の
解

釈
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

①
我
仏
所
亦
説
十
住
む
衆
会
祥
属
如
レ
足
無
し
有
増
減
。
仏
等
。
我
等
承
仏
神
力
一
来
入
此
会
Ｃ
為
し
汝
作
し
証
。
如
一
於
此
会

『

０

十
方
所
有
一
切
世
界
悉
亦
如
し
是
溌
国
纈
哉
跡
攪
謄
篭
畷
鰈
以
卸
唖

三
．
注
法
華
経
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」

Ⅲ
通
数
学
に
お
け
る
一
．
亜
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
押
立
汗
）
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『
注
法
華
経
」
中
に
み
え
る
「
瓦
為
主
伴
」
の
使
川
箇
所
は
、
授
記
品
、
兇
宝
垪
品
、
従
地
棚
出
皿
叫
如
来
寿
茄
品
の
四
箇
所
で

あ
っ
た
。
①
は
、
授
記
品
「
仏
於
其
中
度
無
最
衆
典
仏
法
中
多
諸
菩
薩
皆
悉
利
根
転
不
退
輪
一
彼
国
常
以

一
Ｎ
）

菩
薩
一
荘
厳
諸
声
聞
衆
不
し
可
し
称
し
数
皆
得
三
明
具
六
神
通
一
住
一
八
解
脱
一
有
↓
大
威
徳
一
」
と
あ
る
経
文
の
裏
面

｛
晦
一

に
、
「
華
厳
経
一
を
注
記
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
『
華
厳
経
」
十
住
品
中
の
法
恵
菩
薩
が
諸
仏
の
加
護
を
受
け
て
無
量
方
便
三
昧

に
入
出
し
、
十
住
の
法
門
を
説
示
す
る
箇
所
で
あ
る
．
こ
の
文
を
解
釈
す
れ
ば
、
『
華
厳
経
」
で
は
菩
薩
が
修
行
す
べ
き
十
住
に
つ

い
て
仏
界
に
お
い
て
も
十
住
が
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
仏
の
説
法
の
会
座
に
集
ま
る
大
衆
や
、
仏
の
説
法
を
聞
き
傭
行
す
る

者
に
つ
い
て
も
増
減
は
な
く
、
衆
生
は
仏
の
神
力
を
承
け
て
説
法
の
場
に
来
入
し
、
仏
は
衆
生
の
た
め
に
成
仏
を
証
明
し
た
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
説
法
の
場
の
よ
う
に
、
十
方
世
界
に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
の
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
聖

人
は
『
華
厳
経
』
の
文
を
総
括
し
、
切
利
天
王
の
十
方
便
を
互
に
主
伴
と
な
す
儀
式
で
あ
る
と
み
な
し
、
夜
摩
天
王
・
兜
率
天
王
．

④
肥
九
云
。
引
梵
綱
辨
望
結
維
将
。

紙
唯
一
纂
紫
。
故
天
台
戒
疏
判
云
。

③
又
云
。
彼
卜
方
脱
し
法
。
法
何
人
同
被
し
加
稀
同
。
処
則
化
主
作
帆
。
雌
以
：
一
身
・
無
航
身
互
為
主
伴
心
○
滴
し
中
紺
仏
。
凡

一

肥

一

典
幾
肺
花
嘉
仏
耶
。

②
記
八
云
。
彼
華
厳
経
。
加
四
菩
薩
説
替
薩
因
果
心
能
加
但
是
迩
仏
主
伴
。
故
不
し
仮
し
集
し
仏
。
但
云
：
十
方
互
為
主
伴
。
冊

〈
Ⅱ
一

不
し
云
：
伴
避
仏
分
身
。

Ｈ
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

以
卜
義
大
旨
与
・
三
維
同
。
而
義
愈
搬
↓
要
。
耕
碓
厳
中
十
方
蕊
雌
。
互
為
主
伴
Ｃ
此
梵

一
旧
〉

花
泉
・
花
紫
本
迩
之
殊
。
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他
化
天
王
の
儀
式
も
同
様
で
あ
る
と
し
て
「
互
為
主
伴
」
の
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

②
は
、
見
宝
塔
品
「
善
哉
善
哉
。
釈
迦
牟
尼
世
尊
。
能
以
平
等
大
患
教
菩
薩
法
仏
所
護
念
妙
法
華
経
一
為
一
大
衆
一
説
。
如
レ
是
如

（
恥
）

し
是
。
釈
迦
牟
尼
世
尊
。
如
一
所
説
一
者
。
皆
是
真
実
。
」
中
に
注
記
が
確
認
で
き
る
。
見
宝
塔
品
で
は
、
釈
尊
が
「
法
華
経
」
を
説
か

れ
る
に
際
し
、
多
宝
塔
が
涌
現
し
た
後
、
多
宝
仏
が
釈
尊
の
教
え
は
皆
こ
れ
真
実
で
あ
る
と
証
明
す
る
場
面
で
あ
り
、
こ
こ
で
聖
人

は
『
法
華
文
句
記
」
③
の
文
を
引
用
し
て
い
る
。

③
は
、
従
地
涌
出
品
「
世
尊
。
如
レ
此
之
事
世
所
し
難
し
信
。
讐
如
師
有
修
人
。
色
美
髪
黒
年
二
十
五
。
指
百
歳
八
言
一
是
我
子
。
其

（

蛎

一

百
歳
人
。
亦
指
一
年
少
Ｃ
言
陶
是
我
父
生
α
育
我
等
咋
是
事
難
し
信
。
仏
亦
如
し
是
。
」
と
説
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
父
少
子
老
の
問
い
の
典

面
に
「
互
為
主
作
」
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
聖
人
は
、
『
法
華
玄
義
釈
蕊
」
⑪
を
引
用
し
た
上
で
、
満
願
し
た
諸
仏
は
そ
の
中
に
蓮

華
の
台
座
に
鎮
座
す
る
仏
・
菩
薩
を
ど
れ
ほ
ど
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
記
し
て
い
る
。

そ
し
て
④
で
は
、
如
来
寿
逓
品
の
甘
頭
に
聖
人
は
『
法
蛾
文
句
聾
⑤
の
文
を
注
記
し
て
い
る
こ
と
が
確
謎
で
き
る
。

以
上
、
『
注
法
堆
経
」
中
に
見
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
引
川
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
聖
人
は
「
互
為
主
伴
」
の
語
を
用
い
る

場
合
、
「
堆
厳
経
」
を
引
用
し
た
上
で
の
解
釈
や
、
『
法
華
玄
義
釈
簸
」
⑪
、
「
法
華
文
句
記
」
③
⑤
の
引
川
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
『
注
法
堆
経
』
を
確
認
す
る
限
り
、
聖
人
が
久
逆
本
仏
に
つ
い
て
論
じ
る
際
、
独
自
の
法
門
と
し
て
「
瓦
為

主
作
」
の
謡
を
使
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
ま
た
『
観
心
本
尊
抄
』
に
は
、
⑤
と
類
似
す
る
文
と
し
て
、
「
雅
厳
典

一

恥

一

商
等
〃
諸
宗
ノ
依
経
往
診
勘
呵
二
之
シ
戒
ハ
十
方
姦
業
毘
職
遮
那
仏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
も
、
聖
人
は
「
趾
為
主
伴
」
に

つ
い
て
号
え
る
場
合
、
あ
く
ま
で
華
厳
の
教
主
で
あ
る
毘
臘
遮
那
仏
を
惣
定
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
「
法
碓
経
』
の
教
主
で

あ
る
久
遠
本
仏
に
つ
い
て
「
互
為
主
作
」
の
語
を
Ⅲ
い
た
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
思
考
す
る
。

Ⅱ
迩
敬
学
に
お
け
る
「
爪
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
郡
立
冊
）
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（
鋤
）

『
名
Ⅱ
見
聞
」
一
六
巻
（
未
完
）
は
、
天
台
教
学
の
四
教
五
時
判
を
当
籏
の
立
場
よ
り
解
説
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
の
中
で

「
亜
為
主
伴
」
の
船
は
九
簡
所
碓
鰡
で
き
、
御
狸
教
中
雌
多
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
該
文
を
罐
げ
る
と
、
⑤
～
⑧
の
紀
述
が
提
示
で
き

る
。

こ
れ
ま
で
天
台
三
大
部
本
末
や
、
『
注
法
縦
経
』
中
に
見
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
引
川
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
特
に
『
注
法

莱
選
で
は
、
「
法
華
玄
義
釈
蕊
』
『
法
華
文
句
記
』
か
ら
の
引
用
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
内
容
は
華
厳
教
学
を
中
心
と
し
た
解
釈
の

範
酵
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
で
は
聖
人
滅
後
、
日
蓮
門
下
に
お
い
て
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
．
そ
こ
で
、
隆
師
に
然
点
を
当
て
て
み
る
と
、
御
聖
教
中
に
は
「
互
為
主
伴
」
の
語
が
複
数
確
認
で
き
、
管
見
の
限

り
、
『
Ｈ
辿
所
立
本
門
法
峨
宗
五
時
Ⅲ
数
名
目
見
聞
』
（
以
下
、
『
名
間
見
聞
」
）
九
箇
所
、
『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」
一
箇
所
、
『
本
門

（
脚
一

法
飛
宗
Ⅲ
迩
顕
本
ボ
要
築
」
（
以
下
、
『
側
迩
猟
本
宗
喫
災
」
）
三
箇
所
の
帥
一
三
箇
所
が
希
取
で
き
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
御
聖
教

巾
に
兇
え
る
「
Ⅲ
為
搬
伴
」
の
引
川
に
つ
い
て
提
示
し
検
討
し
た
い
。

ザ
牛

⑤
日
蓮
宗
義
臺
云
如
諦
向
之
川
伝
聿
者
顕
燃
不
定
小
此
土
ノ
漸
機
ヲ
為
聿
正
意
千
故
二
十
方
相
対
シ
テ
更
二
無
毒
所
刷
物
也
、
然
し
岻
頓
機
ヲ
為
課

正
意
千
日
ハ
花
厳
頓
救
ノ
寂
場
〃
十
方
臺
葉
沁
互
二
為
利
主
伴
十
与
叶
漸
片
相
手
ニ
ス
彪
時
ハ
漸
機
二
秘
享
十
方
卜
与
斗
此
座
・
相
対
阜
頓
漸
更
互
二

｛
別
）

可
啼
論
萩
不
定
切
云
事
其
ノ
道
理
分
明
也
。

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
深
立
晋
）

二
）
『
名
目
見
聞
』

四
、
御
聖
教
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」
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⑥
尼
崎
流
／
相
伝
二
云
法
花
経
迩
本
ノ
両
門
小
此
〃
界
ノ
他
方
ノ
十
方
通
同
〃
如
一
仏
土
ト
ス
彫
深
義
ワ
岐
初
成
道
ノ
花
厳
三
菰
ノ
本
末
ノ
朽
木

晋
一
シ
ヂ
台
上
ハ
表
シ
本
門
封
葉
上
葉
中
ハ
表
予
迩
門
呼
鑑
。
。
台
上
ハ
頓
教
ノ
葉
上
葉
巾
到
り
鹿
苑
阿
含
卜
漸
敦
ヲ
出
生
ン
診
以
幸
二
乗
罫
為
●
正
機
斗

而
悉
一
霧
顕
藤
不
定
／
化
儀
勾
庶
．
、
然
し
狐
台
上
／
頓
教
ノ
儀
式
ハ
十
方
ノ
姦
薬
卜
互
二
為
型
主
伴
斗
化
儀
恥
即
手
此
ノ
座
〃
頓
教
ノ
辺
ハ
顕
露
不
定
／

カ
ク片
柑
手
二
成
職
、
十
方
台
上
ハ
互
二
為
予
主
伴
小
辺
小
一
報
此
服
卜
十
方
州
望
ノ
秘
帯
不
定
／
化
儀
妙
密
二
命
矧
見
篭
猫
菩
薩
↓
而
巡
二
乗
卜
与
恥
、

傍
灘
成
〆
亙
二
不
州
知
ノ
秘
密
与
如
”
此
／
前
凹
味
ノ
Ⅱ
ハ
台
菜
〃
本
末
傾
漸
ハ
棚
と
隅
ァ
難
味
成
予
不
定
秘
密
〃
至
診
法
花
尋
一
還
り
兇
レ
ハ
花
厳
己

来
ノ
台
上
／
軌
牧
／
十
方
〃
互
二
為
杉
主
伴
十
乃
至
十
方
柑
望
ノ
秘
密
ノ
化
儀
ハ
法
花
本
門
ノ
朽
木
件
号
霧
本
門
三
世
益
物
／
儀
式
ハ
十
方
通

（
灘
）

川
ノ
如
一
仏
土
〃
十
法
界
〃
依
正
ノ
久
速
ノ
実
溌
ワ
顕
ス

ｆ
Ｉ

蛸
ｋ
ｆ
佃
瑚

マ
ク

ロ
中
ｆ
ｎ
位
畷
避

⑦
依
蹄
之
二
梵
網
経
云
、
ヘ
我
今
毘
服
舎
那
方
二
坐
診
蓮
花
台
一
周
迩
千
花
ノ
上
復
現
式
千
釈
迦
一
一
花
百
億
国
一
脚
一
釈
迦
各
こ
座
享
稗

提
樹
二
時
二
成
ズ
正
覚
君
。
在
し
文
二
分
明
也
不
啄
及
郷
消
哩
之
吻
、
然
脇
二
就
研
此
文
一
花
厳
ノ
互
為
主
伴
卜
云
ソ
螂
有
凹
之
レ
、
所
以
一
莱
上

葉
中
ノ
論
ノ
釈
迦
相
と
倶
二
其
ノ
各
々
弟
子
ノ
恩
ハ
〃
我
教
主
ノ
仏
恥
主
也
、
余
ノ
葉
ノ
仏
ハ
皆
是
レ
伴
也
卜
互
二
思
い
之
ヅ
故
二
互
為
主
伴
卜
恥
云
う
也
、

付
吟
之
二
香
写
大
師
所
造
ノ
探
玄
記
卜
云
う
文
二
立
当
一
種
〃
互
為
主
伴
呼
一
二
小
囚
主
因
伴
軽
蕎
僅
ニ
ニ
ハ
果
主
因
伴
雌
鮮
三
二
恥
果
主
果

ｌ

⑧
宗
義
二
云
花
厳
経
小
帯
権
也
卜
雲
へ
ト
モ
教
主
応
報
身
＃
故
二
約
繁
十
方
台
葉
互
為
主
伴
〃
儀
式
一
十
法
界
身
卜
説
夕
也
。
其
中
ノ
ー
乗
身
”

伴
恥
雄
蘂
命
、
可
苗
鍔
之
ダ
。

法
花
宗
義
二
云
此
ノ
三
重
ノ
本
末
ノ
義
署
大
旨
卯
↓
上
ノ
寂
場
之
下
ノ
宗
義
当
澪
為
然
鮎
二
此
三
重
ノ
本
末
ハ
八
教
所
摂
ノ
花
厳
当
分
〃
意
ハ
三

亜
本
末
ノ
互
為
主
伴
娠
機
見
ノ
不
同
二
・
シ
テ
更
二
不
罫
相
即
圭
存
１
行
布
門
ノ
次
第
ノ
意
寺
也
、
若
ン
即
孝
三
重
本
末
一
明
弘
円
融
相
即
寺
莱
上
ヲ
ハ

（
露
｝

方
便
土
卜
説
テ
三
諦
・
三
観
・
三
乗
・
四
土
相
即
之
旨
ワ
可
時
明
乳
也

Ⅱ
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
郡
立
腎
）
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ま
ず
⑤
で
は
、
『
法
峨
文
句
肥
」
⑤
の
引
川
が
確
魁
で
き
、
Ⅱ
迦
我
で
は
た
と
え
衆
生
が
脱
法
の
服
を
Ⅲ
じ
く
し
て
い
た
と
し
て

も
、
そ
の
聰
く
稀
の
機
根
の
雄
に
よ
っ
て
舗
解
の
仕
方
が
異
な
る
教
え
で
は
慰
味
を
な
さ
な
い
と
解
釈
す
る
。
な
ぜ
な
ら
「
法
縦

経
」
の
教
え
は
、
娑
婆
世
界
に
お
い
て
戒
ち
に
商
度
な
教
え
を
聞
い
て
も
理
解
で
き
な
い
背
や
、
資
質
の
劣
っ
た
将
を
正
意
と
な
す

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
速
や
か
に
悟
り
を
開
く
素
質
を
持
っ
た
者
を
対
象
と
し
た
教
え
で
は
、
求
法
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
例
え

ば
、
『
華
厳
経
』
の
よ
う
な
高
度
な
教
え
を
理
解
で
き
る
機
根
は
、
廊
遮
那
仏
が
蓮
華
台
世
界
に
住
し
て
十
方
に
千
葉
百
億
の
釈
尊

を
化
現
し
曹
提
の
心
地
法
門
を
説
く
こ
と
で
互
い
に
主
伴
の
関
係
と
な
る
と
い
っ
た
教
え
を
享
受
で
き
る
。
一
方
、
機
根
の
低
い
者

は
、
浅
い
内
容
か
ら
次
第
に
深
い
大
堆
な
ど
の
内
容
に
説
き
進
む
教
え
を
も
っ
て
成
仏
へ
と
導
か
れ
る
。
こ
れ
ら
利
根
・
鈍
根
に
つ

い
て
、
頓
教
・
漸
教
は
相
互
す
る
こ
と
で
不
定
教
を
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
隆
師
は
主
張
し
て
い
る
。

次
に
⑥
で
は
「
亙
為
主
作
」
の
諾
が
一
一
・
簡
所
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
尼
崎
流
の
棚
伝
と
し
て
、
『
法
縦
継
」
の
迩
門
と
本
門
に
お

け
る
此
土
と
他
士
は
一
仏
脚
土
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
典
体
的
に
は
、
イ
ン
ド
釈
隙
が
蝿
り
を
神
た
後
、
一
四
Ⅱ
川
に
渡
っ
て

『
縦
厳
絲
」
を
挽
か
れ
た
が
、
そ
の
内
祥
は
典
災
の
法
門
を
挽
く
雌
術
と
し
て
蓮
蕪
台
上
に
お
い
て
は
水
門
を
淡
し
、
紫
上
紫
中
は

迩
門
を
表
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
台
上
と
は
、
当
初
よ
り
大
乗
の
深
い
道
瑚
を
説
く
場
で
あ
っ
て
、
機
根
に
合
わ
せ
て
『
阿
含
経
』

等
と
い
っ
た
小
来
の
浅
い
内
容
か
ら
、
次
第
に
深
い
大
飛
等
の
内
容
に
説
き
進
む
教
え
を
明
か
す
こ
と
で
二
乗
を
正
機
と
し
た
。
さ

ら
に
、
衆
生
が
説
法
の
座
を
同
聴
し
て
い
て
も
、
そ
の
聴
く
者
の
能
力
（
機
根
）
の
差
に
よ
っ
て
領
解
の
仕
方
が
異
な
る
不
定
教
を

説
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
鑑
み
る
と
、
台
上
の
頓
教
の
儀
式
で
は
十
方
の
台
葉
は
互
い
に
主
伴
と
な
り
、
仏
が
衆
生
を
教
導
し
感
化

す
る
方
法
は
、
「
華
厳
経
」
の
会
座
に
お
け
る
機
根
の
利
鈍
を
互
い
に
知
る
こ
と
で
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
十
方

一
郡
一

機
分
ノ
ー
来
欺
、
或
恥
仏
意
照
丁
ノ
分
欺
。
典
ノ
上
側
当
一
乗
”
故
二
不
解
明
野
十
界
亙
典
勾
也
。

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
作
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
深
立
晋
）
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台
上
に
お
い
て
互
い
に
主
作
と
な
る
意
味
で
は
、
「
縦
厳
経
」
と
不
定
教
・
秘
密
教
に
お
け
る
化
導
の
儀
式
を
示
し
た
も
の
で
あ
る

と
す
る
。
そ
し
て
、
仏
が
衆
生
の
機
根
が
災
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
臘
し
、
瓦
い
に
弧
付
か
な
い
よ
う
に
密
か
に
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
っ
た
利
益
を
与
え
る
と
す
る
秘
帝
教
に
甜
鮮
隙
を
知
見
し
た
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
染
と
牌
薩
と
は
爪

い
に
柑
手
を
兇
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
秘
密
と
い
う
敬
え
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
と
結
倫
づ
け
て
い
る
．

こ
の
よ
う
に
、
前
四
味
の
側
で
は
、
台
熊
の
本
末
と
噸
敬
・
漸
敬
は
Ⅲ
い
に
離
れ
て
い
る
こ
と
で
不
定
教
・
秘
密
教
を
明
か
す
こ

と
に
な
る
と
し
て
も
、
『
法
蕪
経
』
に
至
っ
て
顧
み
れ
ば
、
『
華
厳
経
」
以
来
の
迩
兼
台
上
に
座
す
胤
舎
那
仏
の
説
く
大
乗
の
深
い
道

理
の
教
え
は
、
あ
く
ま
で
十
方
が
迎
い
に
主
伴
と
な
る
こ
と
を
明
か
し
た
も
の
と
す
る
。
そ
し
て
、
十
方
を
相
対
し
た
秘
密
教
の
化

導
の
儀
式
は
、
『
法
華
綴
』
本
門
へ
と
導
く
下
絵
で
あ
っ
て
、
本
門
の
三
世
益
物
の
儀
式
は
、
十
方
を
一
仏
国
土
が
十
界
の
依
正
で

あ
る
久
遠
本
仏
の
実
義
を
明
か
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
「
互
為
主
伴
」
の
引
川
は
、
い
ず
れ
も

「
法
華
文
句
記
』
⑤
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

⑦
で
は
、
四
箇
所
の
「
互
為
主
伴
」
の
語
が
確
認
で
き
、
『
華
厳
経
」
の
結
経
と
さ
れ
る
『
梵
綱
経
」
に
説
か
れ
る
三
亜
本
末
の

成
道
に
つ
い
て
述
さ
れ
る
所
で
あ
る
。
琵
網
経
一
で
は
、
毘
慮
遮
那
仏
は
蓮
華
台
に
座
し
て
遍
く
巡
る
葉
上
に
千
の
釈
尊
を
現
じ
、

ま
た
一
つ
の
蓮
碓
の
中
に
は
同
値
の
国
が
あ
り
、
一
国
一
国
に
そ
れ
ぞ
れ
に
釈
蝋
が
群
提
樹
下
に
座
し
て
悟
り
を
得
て
い
た
の
で
あ

一
鰯
〉

る
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
に
つ
い
て
隆
師
は
、
蛎
厳
教
学
に
は
「
互
為
主
伴
」
と
い
う
義
が
あ
り
、
甜
々
の
弟
ｆ
た
ち
は
葉

上
・
紫
巾
に
架
し
て
い
る
無
数
の
釈
瞭
の
さ
ま
を
見
て
、
弟
子
た
ち
の
教
主
は
台
上
に
衆
し
て
い
る
児
噸
遮
那
仏
こ
そ
が
「
主
」
と

定
艇
し
て
い
る
。
ま
た
、
典
上
・
熊
中
に
坐
し
て
い
る
釈
瞭
を
「
仲
」
と
捉
え
る
こ
と
で
、
「
爪
為
主
作
」
の
義
が
成
立
す
る
と
思

考
し
て
い
る
。
さ
ら
に
隙
帥
は
、
縦
般
求
鋪
窒
柵
服
蔵
大
師
法
蔵
（
六
川
湛
’
七
一
三
『
雌
厳
経
探
玄
紀
』
を
取
り
上
げ
て
、
三
柵

顛
の
「
Ⅲ
為
主
伴
」
が
あ
る
こ
と
を
従
小
し
て
い
る
．
典
体
的
に
は
、
主
も
作
も
鮮
隣
と
し
た
「
閃
主
凹
伴
」
、
狼
は
仏
で
あ
り
作

佃
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
作
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
濡
立
汗
）
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（
二
）
「
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」

「
法
堆
宗
本
門
弘
経
抄
」
二
七
巻
（
本
文
二
三
巻
、
目
録
四
巻
）
は
、
「
法
華
経
」
を
文
文
句
句
に
つ
い
て
解
釈
し
た
も
の
で
あ

る
。
特
徴
と
し
て
は
当
家
の
立
場
、
す
な
わ
ち
本
門
八
品
の
立
場
か
ら
天
台
三
大
部
本
末
、
及
び
中
古
天
台
の
義
に
対
し
て
Ｈ
蓮
義

を
以
て
解
釈
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
う
な
ら
ば
、
日
蓮
遺
文
を
規
範
と
し
て
、
天
台
教
学
、
さ
ら
に
は
一
切
の
経
典
群
を
解

｛
鋤
）

は
菩
薩
で
あ
る
と
し
た
「
果
主
因
伴
」
、
主
も
伴
も
仏
と
し
た
「
果
主
果
伴
」
の
三
穂
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
方
、
Ⅱ
辿
義
と
し
て
は
、
こ
の
台
上
・
業
上
・
菜
中
を
脱
い
た
三
Ⅲ
の
本
末
の
主
旨
は
寂
滅
遊
場
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
そ
れ
は
、
法
縦
体
内
に
典
足
さ
れ
た
縦
厳
の
意
と
捉
え
る
こ
と
で
、
三
飛
本
末
の
「
亙
為
主
伴
」
と
は
機
根
の
不
同
に
よ
っ
た

も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
差
別
の
あ
る
次
弗
を
提
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
規
定
し
て
い
る
．
そ
の
上
で
隆
師
は
、
三
砿
の
本
末

に
つ
い
て
鑑
別
の
な
い
円
融
柑
即
の
立
場
で
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
葉
上
と
は
あ
く
ま
で
方
便
有
余
土
を
説
い
た
に
過
ぎ
ず
、
三
諦
・

三
観
・
三
乗
・
凹
土
の
相
即
を
明
か
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
⑦
に
お
け
る
隆
師
の
「
互
為
主
伴
」
の
引
用

は
、
言
華
厳
経
』
「
梵
網
経
」
の
み
な
ら
ず
、
『
法
華
経
』
の
思
想
を
も
っ
て
「
華
厳
経
」
を
解
釈
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
で
き
る
。

（
”
）

⑧
で
は
、
「
一
華
厳
経
／
十
身
ノ
事
」
と
題
し
て
論
が
展
開
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
隆
師
は
、
日
蓮
義
と
し
て
『
華
厳

経
』
は
衆
生
教
化
の
た
め
に
仮
り
の
手
段
や
方
法
を
含
み
持
っ
て
い
る
と
思
考
し
て
い
る
．
具
体
的
に
は
、
⑤
と
思
わ
れ
る
文
を
引

用
し
、
華
厳
の
教
主
は
一
見
報
身
仏
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
は
慮
遮
那
仏
が
蓮
華
台
枇
界
に
住
し
て
十
方
に
千
葉
百
億
の
釈

尊
を
化
現
し
て
蒋
提
の
心
地
法
門
を
説
き
、
互
い
に
主
伴
と
な
る
儀
式
を
明
か
す
た
め
に
法
身
仏
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た

隆
師
は
、
『
華
厳
経
』
中
に
お
い
て
二
乗
身
は
機
根
を
上
根
・
下
根
に
分
け
た
上
で
の
二
乗
か
、
仏
の
本
意
を
照
ら
し
て
認
識
し
た

も
の
か
、
さ
ら
に
は
二
恥
の
成
仏
を
欠
く
た
め
に
十
界
互
典
を
あ
え
て
明
か
し
て
い
な
い
の
か
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。

Ｈ
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）

-126-



《
鎚
一

明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
法
熊
宗
本
門
弘
経
抄
」
中
に
お
い
て
、
「
玩
為
主
伴
」
冊
は
一
簡
所
涌
取
で
き
た
。

⑨
『
法
華
宗
本
門
弘
経
抄
」
中
に
お
け
る
「
亙
為
主
伴
」
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、
第
二
二
帖
、
別
序
釈
中
に
引
川
が
兄
ら
れ
る
。

〈
鋤
》

こ
こ
で
は
、
序
品
「
ま
た
諸
の
仏
、
聖
主
師
子
を
観
る
に
」
以
下
の
経
文
に
つ
い
て
隆
師
が
解
釈
を
加
え
て
い
る
。
前
半
部
で
は
、

こ
の
経
文
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
華
厳
・
阿
含
・
方
等
・
般
若
等
の
教
え
は
、
法
華
体
内
に
具
足
さ
れ
た
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
華
厳
・
阿
含
等
は
前
四
味
の
た
め
所
開
の
教
え
で
あ
り
、
「
法
華
経
」
の
中
で
も
本
門

（
八
品
）
の
教
え
こ
そ
が
能
開
の
教
え
で
あ
る
た
め
と
し
て
い
る
。

こ
の
立
場
を
川
い
て
後
半
部
を
解
釈
す
れ
ば
、
序
舳
に
説
か
れ
る
「
聖
主
師
子
」
と
は
娑
婆
世
界
の
噸
遮
那
仏
を
指
し
、
「
経
典

⑨
仏
て
今
の
文
の
「
又
剛
紺
仏
聖
主
」
已
下
は
妙
法
迩
蕪
経
体
典
の
兼
雄
阿
含
方
等
般
若
等
と
観
心
し
て
文
々
句
々
を
識
ず
べ
し
、

故
に
知
ん
ぬ
華
厳
阿
含
等
の
四
味
の
辺
は
所
間
な
り
、
妙
法
蓮
蕪
経
は
能
間
な
り
、
迩
門
は
所
間
な
り
、
本
門
は
能
開
な
り
と

信
心
し
て
之
を
読
み
之
を
識
ず
れ
ば
、
名
字
信
行
観
心
は
明
朗
な
り
、

謂
く
「
聖
主
師
子
」
と
は
即
ち
此
の
土
の
厩
舎
那
像
の
如
き
な
り
、
「
演
説
経
典
微
妙
第
こ
と
は
即
ち
此
の
土
の
「
先
照
高

山
」
の
華
厳
経
を
演
ふ
る
が
如
き
な
り
「
教
諭
菩
薩
」
と
は
即
ち
此
の
土
の
七
処
等
の
会
に
声
聞
の
人
な
き
が
如
き
な
り
、

「
照
明
仏
法
・
開
一
悟
衆
生
一
」
と
は
即
ち
此
の
土
の
始
め
仏
身
を
見
て
如
来
の
悪
に
入
る
が
如
き
な
り
鐸
ぶ
然
る
に
「
聖
主
」

と
は
縦
厳
の
十
方
Ⅲ
界
互
に
主
伴
と
な
る
の
主
な
り
。
又
記
の
三
に
云
く
、
聖
恥
即
雌
し
主
す
り
故
云
蝿
主
２
又
云
蝿
飛
ハ
如

呈
鋤
寺

師
子
Ｉ

（
中
略
）

Ⅱ
辿
敬
学
に
お
け
る
「
Ⅸ
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
押
立
升
）
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の
微
妙
第
一
な
る
を
演
説
し
た
も
う
」
と
は
、
釈
尊
が
大
乗
の
機
根
を
有
す
る
肴
た
ち
に
「
華
厳
経
』
を
説
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
「
諦
々
の
稗
薩
を
教
え
」
と
は
、
こ
の
世
界
で
「
華
厳
経
』
が
説
か
れ
た
場
所
と
説
法
を
七
処
八
会
と
言
い
、
そ
こ
に
は
声

聞
乗
の
人
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
仏
法
を
照
明
し
衆
生
を
側
悟
す
る
」
と
は
、
仏
身
を
み
て
如
来
の

柳
迩
に
入
る
と
し
、
「
型
主
」
と
は
「
縦
厳
経
』
に
説
か
れ
る
十
方
世
界
に
お
い
て
互
い
に
主
伴
と
な
る
「
主
」
に
該
当
す
る
と
し

一
帥
）

て
い
る
。
そ
の
紙
文
と
し
て
隆
師
は
、
「
法
縦
文
句
化
』
の
「
服
と
は
処
れ
主
な
り
。
ゆ
え
に
型
主
と
い
う
」
「
蝦
主
は
師
子
の
ご
と

一
鯉
』し
」
と
い
っ
た
文
を
引
川
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
三
）
「
開
通
顕
本
宗
要
築
』

『
開
通
顕
本
家
要
典
』
六
五
巻
（
仏
部
第
一
の
峨
略
本
を
加
え
れ
ば
六
六
巻
）
は
、
題
号
に
あ
る
よ
う
に
当
時
の
天
台
教
学
に
お
い

《
郷
）

て
諭
縦
さ
れ
た
宗
要
果
を
算
迦
に
従
っ
て
本
門
八
品
の
立
場
よ
り
解
説
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
抄
に
お
い
て
「
互
為
主
作
」
の
語

は
三
箇
所
確
認
で
き
、
い
ず
れ
も
五
時
部
第
二
「
爾
前
分
身
」
中
の
引
用
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
隆
師
が
久
遠
実
成
を
語
る
上

で
「
互
為
主
伴
」
の
語
を
範
酵
に
世
い
て
い
な
い
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
非
常
に
興
味
深
い
。
そ
こ
で
、
実
際
に
該
文
を
挙
げ
る
と
以

下
の
記
述
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑩
冊
て
爾
前
諸
経
に
は
二
乗
に
対
し
て
こ
そ
分
身
の
説
を
側
る
と
云
へ
ど
も
、
菩
薩
等
に
対
し
て
は
何
の
禅
り
か
こ
れ
あ
ら
ん

や
。
さ
れ
ば
華
厳
、
法
華
を
ば
初
後
仏
恵
円
頓
ノ
義
斉
シ
と
云
ひ
、
初
成
道
〃
時
純
ぅ
説
孝
円
頓
勾
と
宣
ぶ
。
故
に
凡
夫
大
根
性
の
頓

機
、
金
剛
職
金
剛
蔵
等
の
住
行
向
地
の
大
菩
薩
等
を
所
化
と
し
て
別
円
頓
大
の
法
を
説
き
、
十
方
嘉
莱
互
二
為
迅
主
伴
半
の
分
身

（
洲
）

の
化
儀
明
丁
な
り
。
故
に
蕪
厳
、
法
華
其
の
理
一
体
な
り
。

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
島
龍
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
腎
）
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⑫
天
台
宗
の
筏
に
云
く
、
先
づ
八
教
の
中
、
秘
密
に
は
二
乗
作
仏
尚
ほ
之
を
明
さ
ず
、
況
ん
や
久
遠
成
道
一
身
多
身
一
多
自
在

無
作
三
身
の
遠
由
た
る
分
身
を
秘
密
に
も
之
を
明
す
べ
け
ん
や
。
但
だ
秘
密
の
言
広
し
不
待
時
の
法
蕪
な
ん
ど
を
秘
密
と
云
ふ

は
、
夫
れ
は
鯛
前
に
あ
ら
ず
仙
だ
今
経
に
明
す
に
成
る
な
り
。
次
に
桁
方
便
と
云
ふ
は
広
く
華
厳
般
蒋
等
に
亘
る
な
り
。
所
以

に
峨
厳
に
は
十
〃
豪
紫
互
為
主
伴
と
式
っ
て
本
身
分
身
と
云
は
ず
、
大
集
に
は
与
欲
と
云
っ
て
分
身
と
云
は
ず
‐
般
若
は
千
仏

同
脱
と
ゑ
て
千
仏
分
身
と
挽
か
ず
、
分
身
の
爽
捉
を
随
す
故
に
備
方
便
と
は
云
ふ
な
り
。
分
身
の
爽
我
と
は
本
地
無
作
一
仏
を

顕
す
べ
き
遠
山
分
身
と
蛍
ふ
叩
な
り
。

野
宗
の
炎
に
云
く
、
八
数
の
超
不
超
は
初
爪
教
柑
椛
実
の
意
な
り
。
仏
身
の
上
の
本
身
分
身
と
云
ふ
邪
は
第
二
第
烹
の
毅
州
、

正
味
主
の
上
の
師
弟
遠
近
本
迩
の
攻
の
従
本
韮
迩
三
仙
益
物
化
通
の
始
終
櫛
熟
脱
の
応
川
の
上
に
之
を
論
ず
、
故
に
准
今
経

（

郡

一

者
と
は
釈
す
る
な
り
。

⑭
故
に
鯛
前
諦
経
に
は
分
身
を
明
す
と
雌
も
分
身
の
意
を
明
さ
ず
、
分
身
の
窓
は
法
華
経
に
あ
り
。
典
の
分
身
の
意
と
は
発
迩
顕

本
し
て
本
間
本
果
無
作
嘉
身
の
本
地
一
仏
身
を
剛
し
、
此
の
眼
を
以
て
附
前
柵
絲
の
分
身
を
見
れ
ば
今
維
の
分
身
な
り
と
云
ふ

窓
な
り
。

記
に
之
を
受
け
て
、
但
云
テ
十
方
互
一
為
珊
主
伴
千
仏
説
不
し
云
恥
伴
匙
し
仏
ノ
分
身
訓
卜
世
召
祥
属
斗
而
己
傘
鋒
。
末
師
の
釈
に
云
く
、

春
属
ノ
欝
薩
卜
者
此
し
則
予
往
日
同
行
／
知
識
動
為
或
祥
属
十
実
二
是
し
分
身
す
り
教
椛
チ
レ
バ
未
し
説
”
且
盛
畜
呑
属
十

と
云
へ
り
。
側
目
抄
下
巻
の
初
め
に
委
悉
に
之
を
判
じ
た
ま
ふ
、
之
を
合
す
べ
し
丞
感
。
此
等
師
資
の
解
釈
分
明
に
爾
前
帯
権
の

（
お
》

席
に
分
身
の
説
こ
れ
あ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
事
明
白
な
り
。

へ

II'
略
一

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
瓦
為
脱
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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⑩
は
、
『
法
華
経
』
よ
り
以
前
に
説
か
れ
る
爾
前
諸
経
に
釈
尊
の
分
身
説
は
あ
る
の
か
否
か
、
と
い
う
問
い
に
対
し
隆
師
が
解
答

す
る
箇
所
で
あ
る
。
隆
師
は
諸
説
あ
る
と
し
つ
つ
、
結
諭
と
し
て
爾
前
諸
経
の
教
え
に
分
身
諸
仏
の
顕
本
は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
と

し
て
い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
⑩
で
は
「
法
兼
文
句
記
』
⑤
と
思
わ
れ
る
文
を
引
川
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
剛
前
諸
経
で
は

二
乗
に
対
し
分
身
柵
仏
の
顕
本
を
あ
え
て
説
か
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
醤
縢
に
対
し
て
は
仰
る
必
要
性
が
な
い
。
ま
た
、

「
縦
厳
経
」
と
「
法
飛
経
」
の
Ⅲ
係
に
つ
い
て
、
「
法
礁
玄
我
」
で
は
、
「
雌
初
と
雌
後
の
仏
恕
の
円
頓
（
即
座
に
慨
り
に
到
る
こ
と
）

の
愈
義
は
緋
し
い
」
「
初
成
巡
の
時
に
卿
ら
円
噸
を
税
い
た
」
雑
と
示
さ
れ
て
い
る
．
つ
ま
り
、
金
剛
鰔
祷
隙
や
金
剛
蔵
醤
醗
舗
が

十
性
・
十
行
・
十
回
向
・
十
地
の
併
薩
を
所
化
と
す
る
「
兼
厳
経
」
を
説
き
、
十
方
台
紫
の
諭
仏
は
互
い
に
主
伴
の
関
係
に
あ
る
こ

と
を
明
か
す
こ
と
で
、
分
身
謝
仏
が
衆
生
を
教
導
し
感
化
し
た
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
峨
厳
と
法
兼
は
分
身
と
い
う
理

法
の
一
面
に
お
い
て
は
一
体
と
商
え
る
と
隆
師
は
主
張
し
て
い
る
。

次
に
⑪
で
は
、
爾
前
諦
経
は
一
見
、
分
身
諸
仏
を
明
か
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
顕
本
に
つ
い
て
は
明
か
さ
れ
て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
分
身
諸
仏
の
顕
本
は
、
「
法
華
経
」
の
み
に
明
か
さ
れ
‐
迩
仏
を
開
い
て
本
仏
を
開
顕
し
た
久
遠
実
成
で
あ
る
。
こ

の
眼
を
も
っ
て
爾
前
諸
経
に
説
か
れ
る
分
身
諸
仏
を
顧
み
れ
ば
、
全
て
久
遠
本
仏
の
分
身
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
上
で
隆
師

は
『
法
華
文
句
記
』
③
の
文
を
引
用
し
、
十
方
が
互
い
に
主
伴
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
伴
と
は
本
仏
の
分
身
で
は
な
く
あ

く
ま
で
春
属
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
あ
る
師
の
解
釈
と
し
て
、
「
春
属
の
菩
薩
と
は
、
遥
か
昔
に
と
も
に

修
行
を
し
た
こ
と
で
得
た
智
慧
を
春
属
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
が
分
身
で
あ
る
。
も
し
経
説
が
方
便
で
あ
る
な
ら
ば
、
分
身

（
お
）

と
は
言
わ
ず
春
属
と
呼
ぶ
。
」
と
し
た
文
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
隆
師
は
、
『
側
目
抄
」
の
下
巻
の
始
め
に
詳
し
く

論
じ
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、
爾
前
諸
経
は
椛
教
・
方
便
教
を
含
み
持
っ
た
経
説
の
た
め
円
教
に
蔵
・
通
・
別
と
い
っ
た
権
教
を
帯

び
て
お
り
、
一
見
、
分
身
粥
仏
の
顕
本
義
が
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
真
の
開
顕
は
『
法
華
経
』
の
み
で
あ
る
と
結

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
晋
）
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識
づ
け
て
い
る
。

そ
し
て
⑫
は
、
分
身
洲
仏
の
猟
本
に
つ
い
て
挽
か
れ
る
簡
所
に
、
『
法
兼
文
句
記
』
⑤
の
引
川
と
思
わ
れ
る
「
亜
為
主
作
」
の
解

釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
天
台
兼
の
義
と
し
て
、
八
教
の
内
の
秘
密
の
教
え
で
は
二
乗
作
仏
は
い
ま
だ
に
明
か
さ
れ
て
お
ら

ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
久
遠
成
道
や
一
身
多
身
・
一
多
相
即
自
在
・
無
作
三
身
な
ど
と
い
っ
た
教
え
も
明
か
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
法
華
経
』
に
説
か
れ
る
三
周
説
法
を
待
た
ず
し
て
得
道
す
る
こ
と
を
秘
密
と
言
う
こ
と
は
、
爾
前
諸
経
の
教
え
に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
ひ
と
え
に
『
法
華
経
」
の
功
徳
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
隆
師
は
、
方
便
を
含
み
持
っ
た
教
説
は
す
で
に
華
厳

や
般
若
等
の
教
え
に
お
い
て
も
説
か
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
、
『
華
厳
経
」
に
お
い
て
慮
遮
那
仏
が
蓮
華
台
世
界
に

住
し
て
十
方
に
千
葉
百
億
の
釈
尊
を
化
現
し
て
い
る
こ
と
を
互
い
に
主
伴
と
な
す
と
説
き
、
本
身
分
身
と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
『
大
集
経
』
で
は
与
欲
と
説
か
れ
、
分
身
と
は
説
か
れ
て
お
ら
ず
、
『
般
若
経
」
に
お
い
て
も
千
仏
同
説
と
あ
っ
て
、
千
仏
分
身

と
は
説
か
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
経
説
は
、
い
ず
れ
も
分
身
の
実
蕊
を
隠
す
た
め
に
方
便
を
含
み
持
っ
た
数
法
で
あ
る
と

耐
え
、
分
身
の
実
綻
と
は
、
本
地
無
作
一
仏
を
開
猟
す
る
た
め
の
仏
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
。

次
い
で
当
宗
の
義
と
し
て
は
、
「
法
縦
維
」
の
超
八
醍
醐
は
三
棚
教
州
中
、
初
爪
教
柑
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
椛
爽

判
の
範
鴫
で
あ
る
と
す
る
。
一
方
、
仏
の
本
地
身
・
分
身
に
つ
い
て
は
、
弗
二
教
柑
の
化
導
の
始
終
不
始
終
の
相
、
第
三
教
相
の
五

味
主
の
上
の
師
弟
遠
近
不
遠
近
の
相
、
及
び
本
迩
判
に
お
け
る
本
地
仏
が
衆
生
救
済
の
た
め
に
種
々
の
身
を
現
ず
る
こ
と
や
、
三
世

益
物
・
種
熟
脱
等
と
い
っ
た
仏
の
自
在
の
救
い
の
働
き
を
加
味
し
た
上
で
論
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
標
傍
し
て
い
る
。
そ
の
証
左
と
し

（
鶴
）

て
隆
師
は
、
『
法
華
文
句
』
「
今
経
に
準
ぜ
ば
応
に
是
れ
分
身
な
る
べ
し
。
」
の
文
を
提
示
し
て
い
る
。

Ⅱ
遡
敬
学
に
お
け
る
「
虻
為
搬
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
祁
立
汗
）
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以
上
、
Ⅱ
通
教
学
に
お
け
る
「
兀
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
天
台
室
大
部
本
末
・
椛
法
雌
経
・
御
聖
敬
を
手
掛
か
り
と
し
て

考
察
し
て
き
た
。
犬
台
望
大
部
本
末
巾
に
み
え
る
「
亜
為
主
伴
」
の
引
川
は
、
⑪
『
法
飛
玄
錐
釈
錨
』
に
お
い
て
仏
と
修
行
将
は
亜

い
に
主
作
と
な
る
側
係
性
を
打
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。
ま
た
「
法
兼
文
句
記
」
巾
に
見
え
る
「
亜
為
主
伴
」
の
引
川
で
は
、

②
の
別
敬
と
円
敬
を
兼
ね
る
兼
厳
教
学
を
埜
礎
と
し
た
色
究
寛
天
に
つ
い
て
の
記
述
を
含
め
、
い
ず
れ
も
兼
厳
教
学
に
よ
る
解
釈
と

し
て
「
互
為
主
作
」
の
語
を
川
い
て
い
る
こ
と
が
藩
取
で
き
る
。

次
に
聖
人
の
場
合
、
真
賦
の
有
無
を
含
め
日
蓮
遺
文
中
に
お
い
て
「
互
為
主
伴
」
の
語
は
確
認
で
き
ず
、
『
注
法
華
経
』
中
に
そ

の
存
在
が
見
て
取
れ
た
。
そ
の
理
川
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
「
注
法
華
経
』
中
の
引
用
方
法
か
ら
推
察
す
る
に
、
日
蓮
教
学

独
自
の
法
門
と
し
て
「
互
為
主
伴
」
の
語
を
駆
使
し
て
弟
子
や
檀
越
に
教
化
す
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
「
注
法
華
経
』
中
に
見
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
語
は
、
「
法
華
玄
義
釈
義
』
「
法
華
文
句
記
』
の
引
用
、
及
び
華

厳
教
学
の
解
釈
に
留
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
注
法
華
経
」
を
確
認
す
る
限
り
、
聖
人
は
久
遠
本
仏
に
つ
い
て
「
互

為
主
伴
」
を
用
い
て
蒲
じ
て
お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
雅
人
自
身
の
教
学
研
鐇
の
一
面
と
し
て
『
注
法
華
経
』
巾
に
「
互
為
主
伴
」
の
語

を
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
朏
す
る
。

そ
し
て
、
隆
師
の
御
型
敬
巾
に
見
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
引
川
は
、
聖
人
と
同
梯
に
『
法
縦
玄
錐
釈
蕊
』
『
法
雑
文
句
記
』
癖
に

関
係
し
た
解
釈
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
隆
師
が
釈
瞭
の
本
因
本
果
に
つ
い
て
川
い
ら
れ
た
．
仏
二
希
」
の
引
川
と
一
線
を

岡
し
て
い
た
。
隆
師
は
在
阯
当
時
、
『
注
法
兼
経
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
閲
難
な
状
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
中
、
「
互
為
主
作
」
の

解
釈
に
つ
い
て
聖
人
と
顛
似
し
た
引
川
方
法
を
川
い
て
い
た
こ
と
は
刮
目
で
き
る
。
ま
た
⑦
で
は
、
日
迦
義
と
し
て
本
門
八
品
の
恩

Ⅱ
趣
教
学
に
お
け
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澤
立
吾
）

五
、
お
わ
り
に
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想
を
も
っ
て
縦
厳
数
学
に
兇
え
る
「
亙
為
主
伴
」
の
解
釈
を
試
み
て
い
る
こ
と
も
注
Ⅱ
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
で
降
師
在
枇
以
降
、
日

隆
教
学
の
影
瀞
を
受
け
た
と
さ
れ
る
Ⅱ
典
門
流
の
謝
師
は
、
釈
尊
と
上
行
菩
薩
・
釈
蝋
と
聖
人
・
聖
人
と
白
蓮
阿
間
梨
間
興
蝋
人

二
二
Ⅲ
六
ｌ
言
言
藁
）
の
Ⅲ
係
に
つ
い
て
、
．
仏
二
名
」
や
「
Ⅲ
為
主
伴
」
の
締
を
川
い
て
牧
主
強
が
展
側
さ
れ
た
一
耐
を
瞳

（

抑

い

知

れ

る

。

こ

の

川

越

に

つ

い

て

は

、

Ⅱ

蓮

数

学

史

上

に

お

け

る

牧

主

諭

を

冊

る

上

で

桃

祝

す

べ

き

点

で

あ

る

と

考

え

る

。

な
お
、
Ⅱ
本
天
台
鑛
紺
帥
の
粁
述
中
に
見
え
る
「
眼
為
主
作
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
裸
迦
と
し
た
い
。

（
１
）
拙
著
「
慶
林
坊
日
隆
数
学
の
研
究
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
八
年
）
三
二
五
頁
以
下
、
拙
稿
「
日
隆
数
学
に
み
る
釈
尊
観
’
一
仏

二
名
詮
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
「
北
川
前
肇
先
生
古
稀
記
念
蓋
文
集
日
蓮
教
学
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
○
一
八
年
）
、

拙
稿
。
仏
二
名
論
の
一
考
察
１
冊
隆
と
天
台
宗
諸
師
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
一
天
台
学
報
」
（
二
○
一
八
年
）
第
六
○
号
。
ま
た
、
一
仏
二

名
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
株
橋
諦
秀
「
日
蓮
聖
人
の
寿
量
本
仏
観
」
「
大
崎
学
報
」
二
九
六
五
年
）
第
二
九
号
（
「
桂
林

学
叢
」
第
五
号
〔
一
九
六
五
年
〕
補
訂
）
、
株
橋
日
涌
『
観
心
本
尊
妙
講
義
』
（
法
華
宗
宗
務
院
、
一
九
八
二
年
）
上
巻
五
八
六
頁
以
下
、

株
橘
日
涌
「
法
兼
旅
数
学
綱
要
』
（
東
方
出
版
、
二
○
○
六
年
）
一
二
七
頁
、
大
平
宏
龍
「
腿
林
坊
日
隆
数
学
の
形
成
と
将
色
」
（
法
蕪
コ

モ
ン
ズ
講
義
皆
料
、
二
○
一
八
年
）
、
平
脇
盛
龍
。
仏
二
名
諭
に
関
す
る
一
考
察
」
「
興
隆
学
林
紀
要
」
（
二
○
一
九
年
）
第
一
六
号
、

平
胤
盛
剛
「
日
隆
聖
人
の
一
仏
二
名
諭
に
側
す
る
一
考
察
’
一
仏
二
名
輪
と
日
遡
本
仏
諭
と
の
懸
隅
ｌ
」
「
椎
林
学
艇
」
（
二
○
一
九
年
）

鋪
三
○
号
、
平
局
碓
朏
「
一
仏
二
名
総
の
一
考
察
」
「
法
峨
仏
敬
研
究
』
（
二
○
一
九
年
）
鮒
二
八
号
、
平
期
盛
脳
「
慶
林
坊
Ⅲ
隙
の
一
仏

二
潴
篭
」
「
花
野
充
迩
仰
士
古
柚
紀
念
総
文
典
Ⅱ
辿
仏
戦
と
そ
の
展
側
」
（
山
秤
〃
仏
神
林
、
二
○
二
○
年
）
聯
が
準
げ
ら
れ
る
。

（
２
）
椅
兇
の
限
り
、
「
縦
峨
継
（
八
十
埖
厳
・
六
十
峨
厳
匡
中
に
「
爪
為
主
伴
」
の
柵
は
確
偲
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
川
迦
に
つ
い
て
、

伝
忠
心
仙
郁
源
傭
（
九
四
二
’
一
○
一
七
）
「
三
身
義
私
紀
」
仏
諜
刊
行
会
糊
「
大
ｎ
本
仏
教
全
卉
」
（
仏
神
刊
行
会
、
一
九
一
二
年
’
一

註

Ｈ
蓮
敬
学
に
お
け
る
「
硴
為
主
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
澱
立
晋
）
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年
）
上
巻
二
六
八
頁
。

（
Ⅲ
）
「
日
蓮
聖
人
真
跡
“

（
吃
）
「
日
蓮
聖
人
真
跡
必

「
日
蓮
聖
人
真
跡
菜

（
６
）
「
正
蔵
」
第
三
四
巻
二
五
一
頁
ｂ
ｃ

（
７
）
「
正
蔵
」
第
三
四
巻
三
一
○
頁
ａ
。

（
８
）
「
正
巌
」
輔
三
川
巻
三
二
五
頁
ｃ
ｏ

（
９
）
「
正
澁
」
第
三
Ⅲ
巻
望
三
○
貞
ｃ
・

（
川
）
「
日
蓮
聖
人
真
跡
梨
成
」
（
法
蔵
館
、
一
九
七
六
年
’
一
九
七
七
年
）
第
八
を
九
四
頁
、
「
定
本
注
法
蕪
経
」
（
法
職
館
、
一
九
八
○

（
５
）
高
捕
順
次

九
五
一
頁
ａ
。

九
二
二
年
）
輔
三
二
巻
三
Ⅲ
八
頁
ａ
で
は
、
「
蒋
峨
厳
中
。
十
方
台
紫
。
互
為
主
伴
◇
文
心
何
。
答
。
傘
鈴
Ⅲ
。
花
厳
巾
。
哩
不
レ
兇
，

十
方
台
菜
。
互
為
主
伴
↓
文
ゅ
然
何
云
レ
如
レ
此
耶
。
符
。
花
厳
八
十
。
六
十
。
二
本
文
不
し
兄
。
仙
按
し
之
。
可
し
云
：
取
意
・
也
。
既
此
云

説
花
厳
十
方
や
亦
説
法
同
。
人
何
。
」
と
の
記
述
が
確
認
で
き
る
。
つ
ま
り
「
三
身
義
私
記
」
で
は
、
慮
遮
那
仏
が
蓮
兼
台
仙
界
に
住
し

て
十
方
に
釈
尊
を
化
現
し
説
法
す
る
こ
と
の
趣
意
と
し
て
「
互
為
主
伴
」
を
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
３
）
中
村
元
「
仏
教
語
大
辞
典
諭
刷
版
」
（
東
京
書
篤
、
一
九
八
一
年
）
三
七
九
頁
。

（
４
）
「
互
葛
主
伴
」
の
語
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
大
正
新
修
大
蔵
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
二
○
一
八
年
版
舎
§
い
”
ミ
曾
烏
ご
・
ご
‐
亭

ご
ｃ
・
画
ａ
又
望
式
ご
）
に
お
い
て
探
索
を
行
っ
た
所
、
「
朏
巻
に
刑
例
あ
り
／
出
現
回
数
峨
件
」
と
の
検
索
結
果
が
出
た
。
た
だ
、
こ
の
結

果
は
巻
数
妊
の
カ
ウ
ン
ト
で
あ
り
、
実
際
は
的
神
、
脳
簡
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
浄
土
嫌
全
神
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
会
§
》
Ｓ
？

号
ゅ
言
罵
扇
ぎ
者
二
・
罵
邑
駕
麹
月
戸
冒
唾
Ｓ
で
は
、
検
索
結
果
が
「
全
禰
件
」
と
出
た
が
，
爽
際
は
腸
神
、
鋤
箇
所
で
あ
っ
た
。
以
上
の

結
果
を
蹄
ま
え
、
「
亙
為
主
伴
」
と
い
う
教
学
用
諦
は
、
中
国
・
日
本
仏
教
史
上
に
お
い
て
通
用
し
て
い
た
と
推
察
す
る
。

（
５
）
高
捕
順
次
郎
他
編
「
大
正
新
修
大
蔵
経
」
（
大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会
、
一
九
二
四
年
’
一
九
三
二
年
、
以
下
『
正
蔵
乞
第
三
三
巻

Ⅲ
蓮
款
学
に
お
け
る
「
玩
為
稚
伸
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
潔
立
腎
）

成
」
第
七
巻
一
二
五
頁
、
「
定
本
注
法
華
経
」
上
巻
三
○
六
頁
以
下
。

「
日
蓮
聖
人
真
跡
集
成
」
第
八
巻
一
二
七
頁
、
「
定
本
注
法
華
経
」
上
巻
三
九
○
頁
。
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（
旧
）
再

（
Ｍ
）
字

（
焔
）
軍

六
Ｎ
。 「日

（
脇
）
「
正
蔵
」
鈴

（
Ⅳ
）
「
正
蔵
」
錐

（
略
）
「
定
遺
」
蛙

（
旧
）
隆
師
の
擁

参
考
に
し
た
。

「
定
遺
」
第

弓弓

正jK
蔵蔵
一一

第第 第

（
型
株
橘
諦
秀
「
Ｈ
隆
哩
人
教
学
の
序
説
」
「
枕
林
学
叢
」
二
九
六
三
年
）
第
四
号
等
、
大
平
宏
髄
「
日
隆
聖
人
教
学
概
観
稿
」
（
私
家

版
、
二
○
一
五
年
）
二
八
頁
以
下
等
。

（
別
）
『
日
蓮
所
立
本
門
法
華
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
」
（
本
門
仏
立
宗
宗
立
仏
立
敦
学
院
、
一
九
六
三
年
）
九
三
頁
。

（
準
）
『
Ｈ
蓮
所
虻
本
門
法
峨
求
兀
時
四
敦
名
Ⅱ
見
聞
」
二
○
面
以
下
。

（
翌
「
Ⅱ
蓮
所
立
本
門
法
砿
求
兀
時
凹
敦
端
Ⅱ
兄
聞
」
一
Ⅲ
孔
貝
。

（
別
）
「
日
蓮
所
立
本
門
法
蕪
宗
五
時
四
教
名
目
見
聞
』
四
二
六
頁
。

（
空
『
正
蔵
』
第
二
四
巻
一
○
○
三
頁
ｃ
以
下
。

元
）
な
お
、
「
華
厳
経
探
玄
記
」
中
に
は
「
因
主
因
伴
」
「
果
主
因
伴
」
「
果
主
果
伴
」
の
語
は
い
ず
れ
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
中

同
蕪
厳
宗
第
四
祖
縦
厳
牌
薩
涯
観
（
七
三
八
’
八
三
九
）
「
大
方
広
仏
雅
厳
経
随
疏
演
投
妙
」
二
正
蔵
」
塾
一
・
六
巻
六
頁
ａ
）
に
は
、
。

果
北
果
伴
＆
州
遮
那
為
主
。
十
方
仏
為
伴
。
十
方
仏
為
主
。
遮
那
為
伴
。
二
閃
主
間
仲
。
Ⅲ
此
方
法
懇
牌
戯
為
描
。
十
方
法
恕
牌
隙
為
伴
。

十
方
菩
薩
為
主
。
此
方
替
薩
為
伴
。
三
果
主
果
伴
。
調
如
来
為
主
。
普
賢
諦
為
腓
。
此
一
亦
墹
輔
翼
。
亦
押
称
伴
。
彼
仏
為
主
。
此
方
稗

日
蓮
教
学
に
お
け
る
「
互
為
狼
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
深
倣
晋
）

一
巻
七
一
○
頁
以
下
。

隆
師
の
蒋
述
中
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
検
索
に
つ
い
て
は
、
興
風
綾
所
縞
「
文
献
統
合
シ
ス
テ
ム
」
二
○
一
三
年
度
版
α
等
を

蓮
聖
人
真
跡
集
成
』
第
Ｌ

「
正
蔵
」
第
九
巻
二
一
頁
ｂ
。

「
正
蔵
」
第
一
○
巻
八
五
貝

第
一
○
巻
八
五
貝 第

七

九九
巻巻
四三
二

頁頁
c b
C R，ロ

九巻三二頁以ｂ

ｃ
、
大
熟
啓
遊
細
「
訓
下
本
注
法
華
経
」
（
佐
渡
Ⅱ
蓮
研
究
会
、
二
○
一
二
年
）
一
七
八
頁
以
下
、
五
○

下。
巻
一
六
○
頁
、

「
定
本
注
法
華
経
』
下
巻
四
○
七
頁
。
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〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
日
隆
注
法
華
経
名
目
見
聞
本
門
弘
経
抄
開
通
顕
本
宗
要
集
互
為
主
伴
一
仏
二
名

（
説
）
道
退
「
浬
薬
経
疏
私
記
」
「
卍
新
纂
大
日
本
統
蔵
経
」
（
回
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
’
一
九
八
九
年
）
第
三
七
巻
一
五
○
頁
ｃ
か
。

（
銘
）
「
正
蔵
」
第
三
四
巻
二
四
頁
ｂ
。

（
調
）
拙
棉
「
Ⅲ
蓮
門
ド
に
お
け
る
教
主
猫
の
展
開
ｌ
畷
林
坊
Ⅱ
隆
と
日
興
門
流
謝
師
に
み
え
る
「
互
為
主
伴
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

「
卿
風
」
三
○
一
二
年
）
塗
一
三
号
、
拙
稿
「
日
述
門
下
に
お
け
る
「
亙
為
主
伴
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
「
縦
教
研
究
」
三
○
三
一

年
）
鋪
九
五
巻
別
冊
。

（
調
）
「
降
段
」
鋪
諸
巻
竜
七
典
。

（
鍋
）
「
隆
教
」
第
三
巻
七
川
頁
。

（
別
）
「
正
蔵
』
塾
・
四
巻
一
九
九
頁
ｂ
。

（
銘
）
『
正
蔵
」
第
三
四
巻
一
九
九
頁
ｂ
・

（
認
）
株
橋
諦
秀
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
、
大
平
宏
龍
「
日
隆
聖
人
教
学
概
観
稿
」
三
四
頁
以
下
等
。

（
弘
）
「
日
隆
聖
人
御
聖
教
間
迩
顕
本
宗
要
集
」
（
Ｈ
隙
聖
人
御
聖
教
刊
行
会
、
一
九
五
五
年
Ｉ
一
九
八
二
年
、
以
下
「
陸
戦
」
）
第
三
巻
一
．

（
鋤
）
「
砿
蔵
」
鋪
九
巻
二
画
ｃ
・

除
為
伴
。
」
と
あ
る
。

（
”
）
『
日
蓮
所
逝
本
門
法
兼
兼
五
時
四
教
潴
目
見
聞
」
四
二
六
頁
。

（
銘
）
株
橋
諦
秀
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
、
大
平
宏
龍
「
日
隆
聖
人
教
学
概
観
稿
』
三
二
頁
以
下
等
。
。

（
鋤
）
「
原
文
対
訳
日
隆
聖
人
全
集
」
（
御
醒
教
刊
行
会
、
一
九
二
五
年
’
一
九
三
四
年
、
「
原
文
対
訳
法
韮
宗
本
門
弘
経
抄
」
Ⅱ
蓮
聖
人
御
降

艇
聯
搬
会
、
一
九
七
○
年
’
一
九
七
一
年
Ⅳ
版
）
鋪
三
巻
九
四
頁
以
下
。

I叫

貞
0

Ⅱ
辿
救
学
に
お
け
る
「
玩
為
上
伴
」
の
解
釈
に
つ
い
て
（
米
濡
立
汗
）
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